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企画展示のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜２階壁面展示＞「帝国議会の衆議

院正副議長肖像画展Ⅰ」 

 令和元年６月 29 日（土）から８月

29 日（木）まで開催いたします。 

 帝国議会は、1889 年（明治 22）２

月 11 日に大日本帝国憲法が発布され、

翌年11月 29日に開設されました。貴

族院・衆議院の二院制で衆議院の予

算先議権以外は対等でした。56 年余

にわたって存続しましたが、1947 年

（昭和 22）５月３日、日本国憲法の

施行により国会に移行しました。 

 第Ⅰ期は、明治23年から明治36年

まで在職した正副議長の肖像画を略

歴とともに展示します。この機会に

わが国の近代的議会の黎明期を担っ

た正副議長に会いにお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１階玄関ロビー＞「憲政記念館所

蔵フィルムで見る昭和 60 年代の国会

の風景展」 

当館に所蔵されている写真フィル

ムのうち、第102回国会（1985年（昭

和 60））から第 113 回国会（1988 年

（昭和 63））の写真の一部をパネルに

して展示しています。当時の中曽根

康弘総理や竹下登総理等の写真で昭

和 60 年代の国会を振り返ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初代衆議院議長 中島信行

（衆議院秘書課所蔵） 

↑ 

中曽根康弘内閣総理大臣 

昭和 62 年７月９日 

衆議院本会議 

竹下登内閣総理大臣 

← 昭和 62 年 11 月 27 日 

衆議院本会議 初代衆議院副議長 津田眞道 

（衆議院秘書課所蔵） 
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新たな国立公文書館及び憲政記念館の基本設計の進捗状況 

館内・庭園散歩  

 

＜みどりの式典＞ 

 平成 31年 4月 26日、みどりについ

ての国民の造詣を深めるため創設さ

れた「みどりの学術賞」等の授与を

行う「みどりの式典」が憲政記念館

において開催されました。式典には、

さきの天皇皇后両陛下の御臨席をい

ただき、衆参両院議長、内閣総理大

臣（内閣官房長官が代理出席）及び

最高裁長官等が出席されました。 

 みどりの学術賞受賞者の都市緑化

機構の輿水肇氏は、植栽基盤整備技

術の確立を通して、学会と実業界の

垣根を越えた造園緑地分野全体の発

展に大きく貢献しました。同じく農

業・食品産業技術総合研究機構の矢 

野昌裕氏は、イネゲノム情報の解析 

 

 

平成 31 年４月９日、衆議院議院運

営委員会新たな国立公文書館及び憲

政記念館に関する小委員会が開会さ

れ、政府から、新たな国立公文書館

及び憲政記念館に係る基本設計の進

捗状況等の報告がありました。 

 新たな憲政記念館については、政

府が策定した「新たな国立公文書館

建設に関する基本計画」において現

在の建物が有する歴史的価値を尊重

し、ビルディングエレメントや単位

空間の活用や再築を検討するとされ

ていた点について、現在の建物の特

徴である鉄・ガラス等の近代建築材 

料を基調とした外観とする、大理石 

 

等を通じて、植物に関する基礎科学

と食料生産の基盤形成に大きく貢献

しました。 

本式典は、４月 30 日の退位を前に、

さきの天皇皇后両陛下の皇居外での

最後のご公務となりました。 

憲政記念館近くの沿道には、両陛

下の姿を見届けようと、小雨が降る

中多くの人が集まりました。 

 

 

内装等を再利用する、主出入口に尾

崎行雄像を三方向から望む記念的空

間を設けることとされました。 

新たな国立公文書館及び憲政記念

館の建物は、本年 10 月を目途に基本

設計をまとめ、令和３年度から着工、

最短で令和８年度中に完成、開館の

予定であり、また、国会参観バス駐

車場の北側に建設される工事期間中

の憲政記念館の代替施設は、令和３

年度中の完成予定です。 

基本設計策定後早期に、その概要

等及び代替施設の設置の進捗状況等

について、政府から小委員会に報告

されることとなっています。 
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［内閣府 HP（https://www8.cao.go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/2019/20190423/shiryou4-2.pdf）より引用］ 



 

憲政だより 時計塔  

令和元年夏季 No.01９ 

- 4 - 
 

今後の展示予定 

憲政史回顧 －参議院の誕生から緑風会の結成－   

 

今夏は、参議院議員の任期満了に

伴い、第 25 回の通常選挙が行われま

す。 

 第 1 回の参議院の選挙は 1947（昭

和 22）年 4 月に実施されました。こ

れは、戦後、民主化を求めるGHQから

貴族院を廃止して一院制とすること

を示されたわが国が、二院制を強く

希望し、両院とも公選で選ばれた議

員で構成することを条件に帝国憲法

を改正したことによります。 

衆議院の委員会での改正案審議の

際には、参議院が衆議院と重複する

ような機関にならないように、社会

各部門各職域の知識経験者が議員に

なれるよう考慮すべきとの附帯決議

が付されています。 

  

 

初めての参議院議員通常選挙では、

元貴族院議員のほか、学者や文化人

などを含む大勢の無所属議員が当選

しました。そして、政党的立場にと

らわれず、参議院に相応しい中正な

政治活動を行うため、院内会派「緑

風会」が結成されます。 

 緑風会は院内における最大会派と

なり、新しい国会で存在感を発揮し

ました。 

 
緑風会ポスター（憲政記念館所蔵） 

 

 

 

開催年月 展示テーマ 

2019 年 

（令和元） 

～６月 27 日まで 企画展示「憲政記念館のカメラが見た平成の国会」 

６月 29 日～８月 29 日 企画展示「帝国議会の衆議院正副議長肖像画展Ⅰ」 

９月～12 月 
特別企画展示「尾崎行雄没後 65 年－尾崎十二景を 

中心として－」 

2020 年 

（令和２） 

１月～３月 企画展示「戦前の政党内閣」 

４月～６月 企画展示「議会壇上の名演説家たち」 

７月～８月 企画展示「帝国議会の衆議院正副議長肖像画展Ⅱ」 

９月～12 月 
特別企画展示「憲政記念館所蔵資料と衆議院事務局 

文書で見る議会の歩み」 
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